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significance of their existence 

海藻の揮発成分については HE1LB"RONりは FUCU5vesiculosus Iζ ter-

penes並び!chentriacontanの存在を，HAAS2)はPolysiρhoniafastigiata1ζ 

dimethylsulfideの存在を，高岡等3)はDictyoρterisdivaricata Iとcadinene

の存在を，小幡冬.:4)は Ulvaρertusa，Enteron~01ψhαsp. 中 lζ dimethylsul ­

fideの存在をJ確認している。 CHALLENGER等5)はPolysiρhoniaj出tigiata，

P.ηzgrescensから dimethylsulfideの前駆物質である dimethylpropiothetin

を分離している。最近 ANDERSON等6)はPolysiρhoniαlanosa(P舟s:igiata

と同一海藻)より酵京を分離してdimethylpropiothetinIζ作用さし dimethyl-

sulfideとacrylicacidを生ずる 乙とを証明した。 ARMSTRONG等7)はdiatom

である Phaeodactylumtriconutt仰 を培養中 dimethylsulfideを発散する 乙

とを見出している。

著者は数年前より揮発成分[ζより海藻を分類する目的で， アオチ Ulva

ρgriuM83，アオノリ Ente1'01仰orρhasp. ') ， 三 ノレ•Codium Sp.l0)，海人草 Digenia

simPlex1l)， アナクナノリ PorPhJI1'atenera12¥ ゴシブ Laminariasp.13¥ 

ヲミトラノオ Sargassum Sp.l.'¥ 等の揮発成分を分離確認して報告 した。更

に乙れら持発成分の薬理作用として糸 ミミ ズ殺虫力15) ミミ ズ筋肉収縮作

用的，抗菌性17) 姻虫lζ対する薬密作用叫につき試験して報告 した。 本報告

に於いては，海藻による揮発成分の異同l川')並びに ζ れ等部発成分の生化学

的存在怠義lこっきζれ迄{ζ得た矢口見につき閥単lζ述べる。

実験方法並びに実験結果

I 海藻の揮発成分の合呈と組脂肪の含量について : 揮発成分の合量

については既に報告した如く，同一海部でも成育環境により向， また品質に

より13¥ 採収時期により川，20)異なるn 揮発成分の合量については安藤町の研
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究があるが， 著者が揮発成分の合量と組脂肪の含量及び dimethylsulfideの

分布を調べた結果は第 1表の如くである。

第 1表 組脂肪の合誌と揮発成分の合iit
並びに climethylsulficl巴の分布

海 言語 名 採収場所
採収時期

揮発成分 主且JJ旨l加の climethyl-
の含丞 含 J品i1i sulficle 

[年・月) (%) (%) 
の分布

ア オ サ 広島県深安郡
Ulva T目-tusa 大手Il野海岸

1951. 10 0_019 0.26 十

qU 同U 〉J、 アオノリ 岡山県笠岡海

{ 戸門O H L4 

Enteromortha sp. 岸
1951. 5 0.021 0.45 十

ミ Jレ 広島県深安郡。
Codul1n sp. 

1951 9 0.034 
z 大津野海岸

0.45 + 
υ 
ヒト エグサ 広詞島E県深安郡
Monostrorna sp. 大 野海岸

1951 7 0.018 0.24 + 

リν リコンブ
市 阪Laminaria sp 品 0.051 0.32 

ヒ ヂ 寸Jいー

ω U 同U Hizikia fusifol'me 
市 l阪 品 0.053 0.31 

〉、 ヲ カ j 

..c Und.ω-za 
2D U 出4 

市 j仮 L口1口 0.054 0.52 
tinnatijida 

ぷ仏= ウミトラノオ 広島県深安郡
Saγgassu押~ sp 大jjil野海岸

1951 2 0.062 0.26 

カヤモノリ 愛知舞県知多郡
Scytosiphon sp 書rr 子 1951 3 0.053 0.27 

D海igel人zza草szn'lρlex 市 版 1 ロ'" 
0.087 0.28 

G仁山ZU J J 
づLノ 戸J い 広島県深安郡

一〉戸、 Gracilaria s p. 大門海岸 1950. 10 0.098 0.31 

E白L 

吋oコ テンク。サ
霊

」E4= Gelidium sp. 
県 1950. 0.l30 0.22 

アサクサノリ 広島県福I.Li市
POlアhyl百 tenel'a 引野町 1952. 3 0.053 0.26 

上表の如く揮発成分の含量は粗脂肪の含量lζ比例せず，概して緑藻に少

く褐藻，紅藻lζ多く含まれ， また dimethyJsulfideは緑藻にのみ存在し，紅
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藻，褐藻にはみられなかった。一方 dimetylsulfideの分布についての既往の

文献を整理すると第2表の如くである。

第 2表 海藻に於ける dimethylsulfideの分布

海 藻 名 発見者名

Ulva sp. CHALLENGER (1948) 

SpongomoゅhaSp. BYWOOD (1953) 

Enteromoゅhasp. OBATA et al. {(11995531) ) 
BYWOOD 

Chlorophyceae 

Monostroma latissimum KATAYAMA (1951) 

Codium sp. KATAYAMA (1951) 

Cladophora rupestris CHALLENGER (1947) 

Polysiphonia fastigiata E王AAS (1935) 

Polysiphonia nigrescens CHALLENGER (1948) 
Rhodophyceae 

H alidrys siliquosa CHALLENGER (1947) 

Ceramium rubrum CHALLENGER (1947) 

即ち緑藻の大部分，紅藻の一部に分布している乙とが確認されているが

褐藻には未だその報告をみない。

11. 海漢による揮発成分の異同: 著者は緑藻三種(アオサ lJlvaρar-

tusaベアオノ 9Enteromoゆhasp.9〉， ミノレ CodiumSp.l0¥ 褐藻二種(ヲミ
トラノオ SargassumSp.141，ゴシプ LaminariaSp.13))，紅藻二種(アサクナ

ノリ POゆhyra tener a12)，海人草 Digeniasimplex1勺の揮発成分を分離確
認した結果は第3表の如くである。

第3表の如く phenol区， carbonyl区，脂肪酸の高沸点部，中性区分の

高沸点部には海藻による差異はみられないが， dimethylsulfide区， methan-

也iol，acrylic acid， furfuryl alcohol等!とは差異がみられた。 尚terpene系

化合物については目下赤外線吸収スペクトノレをとり，微量物質の確認を行な

っている。乙れ等については次報に譲る。

111. 海藻の香気と臭気成分について: 海藻の香気成分については，小
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第 3表 海藻による開発成分の異同19)

縦 藻 褐 泌 紅 言語

ヰ〉 亡、4匂 ~ 守マ '["¥ 

『。句拘、、=s 3 
、干Lペ、Et句K f 

〔ー ~:-1- ミさ ミ3
下丹、司

れム、占き9ミL3 J 
入ni望

、 e 弘、
3bC岨、匂ミ只一司告e、h-4 η t 「 宮内、

1マ

MU Y 。、a
争号、4 PB 〈さ

hS b ミs 甘 、:。 .v 点同2f己T 令i'- ~手ドC 、切ミ品
i'- ~ f、 >1Q J会=ミ ~ 。

Dimethylslllficle ト4) 十 4) 十 十 2)

Methantbiol ート ト 十 + 
Formic acicl + 十 十 十 + 十 + 
Acetic acicl ート + 寸ー 十 十 + + 
Acrylic acid + + + +的
Propionic acid ート + 十 守『 十 十 + 十
Blllyric acid 「 十 十 十 + 十 + 
Valeric aじid 寸司 + 寸ー 守『 十 ト 寸ー

Caproic acid ート + 十 + →ー 十

Caprylic acid + ート 十 守『 + + + 
Myristic Rcid 十 + -r + 十 十3) 十 十

Palmitic acicl . 十 ート 斗ー + + +3) ト 」ー

Linolic制:icl ート + 十 十 + 十
P.Crcsol + ー」 十 ート 十 十

FlIrfll ral + + ア + + + ト

Valeralclehycle + + + + + 十

Benzaldehyde Fト + 寸ー + + 十 寸ー

α.M巴thylfllrfural + ト 一 + ート + 十
Fllrfllryl alcohol 十 ート 十 十 十

Rf 0.21 alcohol 十 + 十

Rf 0.35 alcohol + + 
Rf O .~6 alcohol 十 イー

u .Pinene ート ト 十 →ト3) + 十
1: S-Cineol ート 十 十 十 + 
P-Cymene 十 + 十 ート + ト + 
Linalool 十 十 寸『 + 十 十 十

Geraniol 十 ト 十 + 十 十 十

Heneikosi1ne + + + + + ト 十

Hentriacoman 十り

Caιlinene +3) 
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幡等4)はdimethylsulfideであることを明らかにしたが， その他， 著者は

benzaldehyde13¥ n-valeraldehyde13¥ furfurap3)， a-methylfurfurap3¥ a-

pinene8¥ linaloo18¥ geranio18¥ furfuryl alcohop3)， 1.: 8・cineo19)で，臭気成

分は仕imethylamine ~ぺ methanthiol131 低級脂肪酸13)， linolic acid 13)等の

不飽和脂肪酸， p-creso113)等であることを明らかにして既に報告した。

IV. 揮発成分の生化学的存在怠義について: 既述の如く， dimethyl-

sulfideの前駆物質である dimethylpropiothetin5) は藻体内の酵素(最適pH

5.1) ~とより dimethylsulfide と acrylic acidを生じベ acrylic acidはammo-

Dlaその他の無機窒素化合物より s-alanineが作られていると考えられる。

+ ___ _____GSH 
(CH3'2 S CH2-CH2 COOH一一令(CH3)2S+CH2: CH COOH+H+ 

NH2CH・CH2COOH

従って乙れ等の物質は藻体内のアミノ酸合成に重要な役割を果している

と考える。 乙れ等 dimethylpropiothetinより分解して生じた dimethylsul-

fideを含まない海藻については目下更に研究中である。

Benzaldehyde， n-valeraldehyde， a-methylfurfural， terpene系化合物

は，一般陸上植物同様藻体内に初めから含まれていたものと考えられるが，

furfuralは蒸溜の際糖の加熱により二次的に生じたものと想像される。

総括

1. 13種の海藻の揮発成分の含量と組脂肪の含量につき検討した結果，

揮発成分の合量は粗脂肪の含量に比例せず，概して緑藻に少し褐藻，紅藻

lζ多く含まれていることを明らかにした。

2. dimethylsulfide， acrylic acidは緑藻の大部分と紅藻の一部に存在

することを明らかにし，褐藻類には未だ見出されていない。中性区分の fur-

fury 1 alcoholは緑藻，褐藻に存在し，紅藻にはみられなかった。 chromato-

strip上0.35のalcoholは褐藻のみに， Rf値 0.26のalcoholは紅藻のみに存

在した。 海藻により中性区分に劃然とした差異がみられ gaschromato-

graphy，赤外線解析等実施中である。

3. 海-藻の香気成分は dimethylsulfideの他， benzaldehyde， n-valer-

aldehyde， furfural， a-methylfurfur叫， a-pinene， d-limonene， linalool， 

geraniol， furfury 1 alcohol， 1: 8-cineol等で海藻の臭気成分は methanthiol，

trimethylamine，低級脂肪酸， linolic acid等の不飽和脂肪酸， p-cresol等で

-5-



84 藻類第8巻第3号昭和35年 12月

ある乙とを明らかにした。

4. 揮発成分として得られる dimethylsulfide，acrylic acid等の生化学

的存在意義を既往の文献より論じた。

本研究進展に当り御指導御鞭捲を賜っている九州大学農学部富山哲夫教

授に感謝の意を表する。また有益な助言を賜った本学部小山治行，藤山虎也

両助教授に謝意を表する。

Resume 

The contents of volatile components in seaweed is not proportional to the content 

of crude fats， being generally small in Chlorophyceae and larger in Phaeophyceae 
and Rhodophyceae. The algae belonging to the Chlorophyceae and the Phaeophyceae 

contain the same volatile compounds， suggesting a close phylogenetic relationship 
between these two algal groups. ln contrast， Chlorophyceae and Rhodophyceae 
contain di妊erentvolatile compounds， except dimethylsulfide and acrylic acid. 
The aroma-giving components of seaweeds are dimethylsulfide， benzaldehyde， 
n-valeraldehyde，α・methylfurfural，furfural， furfuryI alcohoI， linalool， geraniol， 1: 8・

cineol， the odorous components are methanthiol， trimethylamine， lower fatty acids， 
and p-cresol. 
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